
事業戦略にて重要な位置を占める
「Oracle E-Business Suite」

キヤノンITソリューションズ株式会社（以
下、キヤノンITソリューションズ）は、キヤ
ノンマーケティングジャパングループにお

いてITビジネスの中核を担っている。同
社はCRMやERPによるソリューション・ビ
ジネスを中心に事業の拡大を推進してい

る。とくにオラクルの「Siebel Customer 
Relationship Management」（以下、
Siebel CRM）においては、「Siebel認定コ
ンサルタント」の数は国内トップを誇り、

ORACLE CERTIFIED CONSULTANT 
AWARDの1部門である「Siebel Award」を
2008年、2009年の2年連続で受賞するな
ど、Siebel CRMのプロフェッショナル集団
として国内にその名を馳せる。

そしてITソリューション分野のさらなる発
展を目指し、2009年にキヤノンマーケティ
ングジャパングループ全体の事業戦略のひ

とつとして、オラクルビジネスを拡大してい

くことに合意。こうしたなかで同社は

「Oracle E-Business Suite」（以 下、
Oracle EBS）を柱に、ERP事業を強化、
ビジネス規模の倍増を目標に掲げている。

「Oracle EBS抜きで市場全体のニーズを
網羅することはできないと考えました」と、

同社取締役 執行役員 製造事業本部長を務
める谷本善男氏は話す。「経済状況が思わし

くない今、企業は付加価値に重点を置き、

他社との差別化をはかろうとしています。日

本企業の多くはビジネス・プロセスにおい

て独自性を持っており、それが企業の付加

価値と直結している場合が多いのです。

Oracle EBSはカスタマイズ、アドオン開発
に適したフレームワークを持っており、企業

個々の付加価値を実現することができます」

さらにオラクルの持つ豊富なソリューショ

ンにおいても、同社の戦略と合致していると

谷本氏は語る。「お客様にさまざまなソ

リューションをワンストップで提供すること

が、私たちの企業価値でもあり戦略です。

オラクル製品を使えば、Oracle EBSを核
に多彩なソリューションを実現できるという

点で、大きなアドバンテージがあると考えて

います」

また、親会社であるキヤノンマーケティン

グジャパン株式会社ではOracle EBSを導
入している。そこで得られた経験やノウハ

ウも大きな武器になると考えている。

キヤノンITソリューションズとオラクルの
持つソリューションとの相乗効果により、満

足していただけるお客様が数多く存在する。

そう確信する同社は急ピッチでOracle 
EBSの事業拡大に取り組んでいる。

「Oracle EBS認定コンサルタント」
がお客様の安心感につながる

Oracle EBSのビジネスをいち早く立ち
上げるためにはどうすればよいか。ソフト

ウェアソリューション本部長を務める斎藤智

秀氏は、「事業拡大の鍵を握るのは社員一

人ひとりの力」と人材の重要性を強調する。

「お客様にバリューを提供し、Oracle EBS
のトップランナーとして認めてもらうために

は、上流工程のコンサルティングからシステ

ム導入後の運用、ユーザー教育までをトー

タルにカバーできる人材が欠かせません。

そのためにはOJTでの経験をはじめ、製品
知識向上のための教育が必要です。私たち

「優れた技術と創造性によりお客さま満足を実現する、グローバルレベルのプロフェッショナルカンパニー」を目指すキヤノンITソリューション
ズは、お客様の視点に立った多様なソリューション・サービスを創出している。同社のERPビジネスを倍増する事業戦略の原動力となっている
のが、60名を超える「Oracle E-Business Suite認定コンサルタント」である。

ERPビジネス倍増の原動力として
「Oracle E-Business Suite認定コンサルタント」の育成を推進
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はそのような人材の育成にじっくり取り組ん

でいきたいと考えています」

そこで同社が活用したのがオラクルユニ

バーシティのトレーニングならびに「Oracle 
EBS認定コンサルタント」である。「Oracle 
EBS認定コンサルタント」はOracle EBS
の導入およびカスタマイズをおこなう技術

者を認定する資格制度で、おもな機能を操

作・設定する技術を認定するSilverと、お
客様の要求に基づいて導入するスキルを認

定する上位資格Goldの2種類がある。同社
ではまず、業務知識に長けたERP経験者を
中心に、Oracle EBSビジネス立ち上げの
メンバーを招集。1カ月間集中してトレーニ
ングを受講させた結果、全員がGold取得に
至っている。実際、プロジェクトにおいて

Goldという高いスキルを有する彼らの立ち
上がりは、非常に早かったという。

またオラクルの認定コンサルタントについ

て斎藤氏は、「お客様が、客観的なモノサシ

として技術力を評価できる、ひとつの安心

材料になっている」と語る。実際にお客様

の方から有資格者数を聞かれることも多い

という。「Oracle EBS認定コンサルタント」
が、プロジェクトにおいてもたらす効果につ

いて斎藤氏はこう話す。「資格を取るプロセ

スにおいて、OJTでは経験できない機能ま
で、幅広く理解することができます。それは

コスト削減、リスク軽減といった生産性の向

上につながり、Oracle EBSを最大限に活
用した最適なシステムをお客様に提供する

ことができるのです」

同社ではORACLE MASTERだけで
なく、オラクルの各種認定コンサルタントも

人事制度に組み込まれ、資格取得を積極的

に推進している。このような取り組みの結

果は、60名を超える「Oracle EBS認定コ
ンサルタント」という同社の人材層の厚さに

表れている。

ビジネス拡大の鍵は
最新技術「R12」に追従する
「Oracle EBS認定コンサルタント」

現時点においても「有資格者はまだまだ

不足している」と語る谷本氏は、最新バー

ジョンであるOracle EBS R12 対応の
「Oracle EBS認定コンサルタント」への移
行も含め、今後大幅な有資格者の増強を考

えている。斎藤氏は、「オラクルは切磋琢磨

して製品の性能・機能を向上させています。

私たちはその製品の特長をいち早く学び、

提案の幅を広げる努力を惜しみません。お

客様から『キヤノンITソリューションズは一
歩先の提案をする』と思っていただけるよう

な価値を打ち出していきたいと考えていま

す」と最新技術に注目している。現在進行

している同社のプロジェクトでもOracle 
EBS R12が採用されており、キャッチアッ
プに余念がない。「当然いち早く取り組む」と

斎藤氏が断言するように、同社はR12の認
定コンサルタント資格の取得に意欲的だ。

ERP事業の倍増を目標に掲げているキ
ヤノンITソリューションズにとって、Oracle 
EBS拡大の鍵は「Oracle EBS 認定コン
サルタント」にあるといっても過言ではない。

「今後、国際会計基準（IFRS）を中心に会
計分野においてOracle EBSビジネスを積
極的に展開したい」と語る谷本氏。グロー

バル展開も見据えている同社で「Oracle 
EBS 認定コンサルタント」が活躍するス
テージは、日々大きく広がっている。

Oracle EBSの可能性を拓くキヤノンIT
ソリューションズと、その躍進を支える

「Oracle EBS 認定コンサルタント」。「社員
一人ひとりが主役」である同社のOracle 
EBSビジネスの拡大に、ますます期待の高
まるところである。

東京都港区に本社を置くキヤノンITソリューションズは、
キヤノンMJ　ITグループにおいて、コンサルティング・設
計・構築や運用管理・保守まで、システムのライフサイクル
全般をトータルにカバーするサービス・プロバイダである。
2000年より開始したSiebel CRM事業を皮切りに、現在、
Oracle E-Business Suiteを含むERP事業を積極的に推
進している。

キヤノンITソリューションズ株式会社

それぞれのお客様に合った最適なOracle 
EBSソリューションを提供するには、製品機能を
網羅した知識が必要不可欠です。資格取得に至
る過程でトレーニングを受講し、復習を繰り返すこ
とでOracle EBS Financialを全体的につかむこ
とができたと感じています。取得後は、社内でも
「Oracle EBSならば福島」といわれるようになり、
現在ではOracle EBSのチームリーダーとして、メ
ンバーの教育にも従事しています。資格取得を推
進すると同時に、プロジェクトをどんどん経験させ
ることで、幅の広い提案とノウハウを、付加価値と
して提供できるメンバーを数多く育成することが

ミッションのひとつです。今のプロジェクトにおい
ても、弊社の「Oracle EBS認定コンサルタント」
が参画することでお客様から信頼を得ており、資
格は心強い味方です。

R12のバージョンではOracle EBSの機能は格
段に進化しています。一般会計では「複数仕訳生
成機能（Oracle Subｌedger Accounting）」など
の複数会計基準への対応が強化されており、お
客様への提案には欠かせません。より多くのお客
様にR12のメリットを享受していただくためにも、メ
ンバー全員がR12のOracle EBS認定コンサルタ
ントとなれるように、いち早く取り組んでいきます。

Oracle EBSのチームリーダーとして、お客様にバリューを
届ける「Oracle EBS認定コンサルタント」を育てます

福島　勝氏
キヤノンITソリューションズ株式会社
製造事業本部　開発センター　
コンサルティングプロフェッショナル

オラクル認定コンサルタントFinancial Gold 11i
（Oracle E-Business Suite）
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